
「第 13 期まちづくり大学/ボランティア講座（福祉関係」」 

グループワークまとめ 

開 催 日 平成 30 年 1 月 13 日（土） 班別 2 班 ファシリテーター 橋本 

参 加 者 伊藤、向井、服部、加藤、小松 発 表 者 伊藤 

テーマ これからの高齢者に対する地域住民。団体はどんな支援サービスが必要になるか！ 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜足に障害がある高齢者に対する支援＞ 

・病院や施設への送迎支援 

・１００円バス路線の拡充を行う 

 

＜自治会の区分けの見直し＞ 

・自治会に入っていない（地域に自治会・住宅会等がない場合も含む）人への 

 支援ができる仕組みをつくる 

・自治会活動の輪を広げる PR が必要である 

・一部の会員だけを支援しているようである 

 

＜企業等への支援参加が必要＞ 

・仕事をしながらボランティア活動ができる仕組みをつくる 

 

＜地域内のサービスの流通の仕組みづくり＞ 

・支援活動をすれば自分にも返ってくるようなポイント制にする 

・お互い助け合いの精神で取り組める環境づくり、啓発を行う 

 

＜食事サービスの提供支援＞ 

・今、行っている食事会の宣伝・充実を図る 

・福祉の食事会を実施していることを知らない人が多い 

 

＜介護予防サービスの情報発信の充実＞ 

・健康体操の宣伝を充実・強化を図る 

・健康維持のサポートする体制を充実させる 

・いつでも少人数でも参加できる体操を採り入れる 

 

＜多様なコミュニケーション手段の開発＞ 

・事業所内でのカフェを多く開設する 

 

 


